形而下の 変化 はあります けれども、 形而上の 気質に 於 

いて、 この 都会 は 相 変らず です。 馬鹿 は 死な なきや、 

なおらないと いうよう な 感じです。 もう 少し、 変って 

くれても よい、 いや、 変るべき だと さえ 思われました。」 

と 私 は 田舎の 或る ひとに 書いて 送り、 そうして、 私 

もや つ ばり 何の 変る ところ も 無く、 久留 来鉼の 着流し 

に 二重 まわし を ひっかけて、 ぼんやり 東京の 街々 を 歩 

き 廻って いた。 

十二月の はじめ、 私 は 東京 郊外の 或る 映画館、 (とい 

うより は、 活動 小屋と 言った ほうがび つ たりす る くら 

いの 可愛らし くお 粗末な 小屋な ので あるが) その 映画 



学者の 如く 澄まして、 

「百メ 11 ^ルは あるか。」 と 言った。 

「さあ。」 

「メ— トルなら ば、 実感が あるだろう。 百メ ー トル は、 

半 丁 だ。」 と 教えて、 何だか 不安で、 ひそかに 暗算して 

みたら、 百メ ー トル は 約 一丁であった。 しかし、 私 は 

訂正し なかった。 恋愛に 滑稽 感は 禁物で ある。 

「でも、 もうす ぐ、 そこです わ。」 

バラックの、 ひどい アバ ー ト であった。 薄暗い 廊下 

をと おり、 五つ か 六つ 目の 左側の 部屋の ドアに、 陣場 

しる 

と い う 貴族 の 苗字が 記さ れて ある。 



ちに、 屋台の 奥の 紳士が、 うなぎ 屋の 主人 を 相手に、 

やたらと 騒ぎ はじめた。 実につ まらない、 不思議な く 

らいに 下手く そな、 まるっきり センスの 無い 冗談 を 言 

い、 そうして ご 本人が 最も 面白そう に 笑い、 主人 もお 

附き 合いに 笑い、 「トカ ナント 力 イツ チヤ テネ、 ソレデ 

ス カラ ネェ、 ポオ ッ トシ チヤ テ ネェ、 リン ゴ 可愛 ィャ、 

気持 ガワ カルト ャ ツチ ャテネ ェ、 ヮハ ハハ、 アイツ 頭 

ガイ イカ ラネ ェ、 東京 駅 ハオ レノ家 ダト言 ツチ ャテネ 

しょ-つたく 

ェ、 マイ ツチ ャテ ネェ、 ォレノ 妾宅 ハ丸 ビルダ ト言ッ 

タラ、 コン ドハ 向ゥ ガマ イッチ ャテ ネェ、 …… 」 とい 

う 工合い の 何 一 つ 面白く も、 可笑しく もない 冗談が い 
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